
日時 平成３０年５月９日（水）１０：００～

場所 白石市役所　３階　第３会議室

１． こじゅうろうキッズランド運営事業者決定について

２． 「白石市米寿祝金贈呈に伴う協同組合白石ゴールデンシール会
商品券１割相当分の贈呈」について

３． その他

定　例　記　者　会　見　資　料
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こじゅうろうキッズランド運営事業者決定

担当：保健福祉部子ども家庭課 

子どもの屋内遊び場を通じて多世代の交流を生み出すことを目指して現在整備を

進めています子育て支援・多世代交流複合施設の愛称は、市内在住女性により「こじ

ゅうろうキッズランド」と名付けられ、子育て世代をはじめ多くの方に親しまれるよ

うＰＲしているところです。 

施設運営に関しましては、民間事業者に委託することに伴い委託事業者を選定する

ため、今年３月に白石市子育て支援・多世代交流複合施設運営事業者選考委員会を設

置して審査が行われました。その後、選考結果の委員会報告を受けて、この度運営事

業者を決定いたしました。 

今回決定した事業者は、仙台市に主たる事務所を置き、県内では多くの児童館、放

課後児童クラブの運営実績があり、白石市において白石市生涯学習フェスティバルで

「あきらちゃん・ラーメンちゃん親子コンサート」の開催及び「白石うーめん体操」

の楽曲と振り付けの提供など、児童の健全育成や白石市との関わりに大きく寄与して

いると認められることから、子どもの屋内での遊びを通じた多世代の交流を生み出す

ことを目指しているこじゅうろうキッズランドの運営にも期待できると考えていま

す。 

運営事業者の決定に伴い、民間事業者の豊富な経験や指導体験を活かし、単に子ど

もに屋内での遊びの場を提供するだけでなく、同一拠点内に整備予定の農産物等販売

施設、地元食材活用レストラン等農商工施設との連携を図るとともに、高齢化率が高

い白石の地域性を生かした祖父母との交流、地域の方々との交流、中高生などのジュ

ニア世代との交流など、親子だけではない多世代の交流を活用したソフト事業を展開

し、子どもの創造力、道徳心、語彙力、地域愛、子育ての精神的不安軽減など、子ど

もの健全な成長につながるよう努めます。 

１ 運営事業者 

ＮＰＯ法人 みやぎ・せんだい子どもの丘 

理事長 平山 乾悦 

仙台市青葉区北山一丁目５－２２ 

２ 法人の設立年月日 

平成１６年９月１０日 

３ 主な事業実績 

仙台市、利府町、大郷町、大和町で児童館１３館、児童支援センター１か所、そ

の他の関連施設２０か所を運営 
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「白石市米寿祝金贈呈に伴う協同組合白石ゴールデンシール会

商品券１割相当分の贈呈について」

担当：保健福祉部長寿課

昨年度までは、米寿の方お１人につき、１万円の祝金を現金でお渡ししており

ましたが、今年度から市内商店街の活性化を図るため、協同組合白石ゴールデン

シール会の商品券１万円相当額を贈呈することとなりました。

なお、これを受けて、協同組合白石ゴールデンシール会のご厚意により、１割

増分の商品券を贈呈いただけることとなりましたので、合わせて１万１千円分の

商品券を、米寿の方々に贈呈できることとなりました。

今年度の配布予定は２４６名で、６月までに配布を行う予定となっています。

また、本券をお使いいただける協同組合白石ゴールデンシール会の加盟店は、

現時点で５８事業所６０店舗です。

（参考）

米寿祝対象者 平成２８年：２８６名 平成２９年：２６１名
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